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歯科用コーンビーム CT（CBCT）はそれぞれの装置ごとにその特性は異
なっており、それらを詳細に検討しておくことが重要である。装置の特性
の中で CBCT の画質性能に関した客観的および主観的な評価指標として、
１）画質の均一性、２）雑音（ノイズ）、３）コントラスト分解能、４）
空間分解能、５）幾何学的歪み、６）ピクセル値（濃度値）、７）メタル
アーチファクトなどが挙げられる。日本歯科医学会プロジェクト研究では
水ファントム、MTF 測定用ファントム、高コントラスト分解能評価用ファ
ントムなどを提唱している。また、ヨーロッパでは SEDENTEXCT IQ ファン
トム（Leeds Test Objects Ltd.）が提唱されている。 
コントラスト分解能についてみると、日本歯科医学会プロジェクト研究で
作製された高コントラスト分解能用ファントムは、空気中で撮影され、0.2
～1.0mm の孔内部は空気で満たされていた。また、SEDENTEXCT IQ ファン
トムではコントラスト分解能ついては 1.0～5.0mm の孔があり、内部に 5
種類の物質が充填されていた。これらでは装置の限界性能を十分測定でき
なかった。さらに、SEDENTEXCT IQ ファントムの幾何学的歪みについては
軸位断でのみ計測するのが一般的で、z 軸方向の歪み計測用ファントムは
まだ開発されていない。 
本研究ではこれらの点に着眼し、画質評価の指標として従来のファント
ムでは不十分と考えられた１）低コントラスト分解能、２）幾何学的歪み
を挙げ、新たなファントムを作製し、その有効性を明らかにすることを目
的とした。 
CBMercuRay（日立）、3DX multi-image micro CT FPD(Morita)、Trophy 
 
PanPlus CS9300(Yoshida)、Alphard-3030 (Alphard VEGA)(朝日)、KaVo 3D 
eXam(Kavo)の 5 種の装置を使用した。作製したファントムを撮影し、画像
は DICOM 形式で保存し、ImageJ （ImageJ 1.45s、National Institutes of 
Health、USA ）で取り込み、表示・計測した。低コントラスト分解能用
ファントムは 2 種作製、 PhantomHigh はポリウレタン樹脂にハイドロキ
シアパタイトを加えアクリルに対して+100HU とした物質を、PhantomLow
はポリウレタン樹脂、アクリルに対して−100HU の物質を孔内部に充填し
た。いずれも直径 40mm、厚さ 10mmのアクリル円板に孔を空けて作製した。
孔の直径は 0.1mm刻みで 0.5～1.0mm、それぞれの孔を 3個ずつ配置した。
視覚的に孔の解像限界を求めた。幾何学的歪み用ファントムはアクリル製
であり、厚さ 5mm の板が直行する形状とした。板内部に溝が刻まれ、溝内
部は空気で満たした。溝の幅は 1mm、その中央から中央の距離は 10mm と
した。軸位断と冠状断について溝間距離を計測した。 
低コントラスト分解能は、装置や条件で観察できる孔の最小径に違いが
見られた。また低濃度の物質を充填したファントムの方が分解能が低かっ
た。但し、すべての装置および条件で一定の傾向は示されなかった。幾何
学的歪みは、FOVの中央付近は正確に計測されたが、CBCTの投影角度の影
響により装置によっては辺縁部で長さに誤差が見られた。 
今回品質管理用ファントムを作製し、複数の CBCT を用いて画質を評価
した。本ファントムを用いて装置の特徴を評価できると考えられた。 
